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【結果】 
                               身長、歩行速度、歩幅 
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白杖は製造業者の既製品が福祉の担当者から白い杖であるということだけで長さに関係なく給付されているのが
現状である。速く歩く人は長めの白杖がいいとか、混雑地では通行人に当たらないように短めに持つなどという方
法は指導者の経験で言われている。そこで、身長と歩行速度・歩幅の関係、白杖の長さと歩行速度・歩幅の関係を
調べ、白杖の使用方法、晴眼者の歩行との違いを検討する。 

 

 

 

 

Sheena Iyengar教授の身長より長い白杖  

The Art of Choosing （選択の科学）   

 (http://ibnlive.in.com/news/is-it-choice-or-social-conditioning/129494-40-103.html) 

視覚障害生活訓練等指導者養成課程で歩行訓練を修了した健康な晴眼者５
名 
アイマスクをして110cmと130cm（(身長-45cm)±20%の範囲内）の白杖（折りた
たみ式マイケーン）で10mの歩行を行い歩行速度・歩幅を測定   
身長と歩行速度・歩幅の相関を検定 
110cmと130cmの白杖で歩行したときの歩行速度・歩幅についての相関の検
定、平均値のt検定  
 

【対象と方法】 

【考察】  

1 ・同じ長さの杖を使用しても身長が高い方が歩幅は広く、歩行速度は速くな
る。 

  ・長い白杖を使用すると歩幅は広くなるが、歩行速度は個人によって速くなっ
たり、同じであったりとばらつきがある 

2 ・視覚障害者の場合は白杖を持つことにより、晴眼者の歩行のように歩行速
度が増加すると歩幅も増加するわけではなく、白杖の長さによって歩幅が増
減し、速度は個人の障害物などへの注意により変化している。 

3 ・路面をしっかりと探りたい場合は、白杖を短めにすれば歩幅がせまくなり、
足底での確認も増加する。  

  ・歩行速度に関しては、周りの環境を意識して流れに合わせた歩行速度を築
く必要がある。 

  

 
 

110cmと130cmのマイケーン 

身長 cm/秒 歩幅(cm)

A 171.0 142.9 58.8
B 158.0 83.3 47.6
C 153.0 71.4 41.7
D 158.0 71.4 45.5
E 166.0 111.1 62.5
平均 161.2 96.0 51.2
標準偏差 6.4 27.5 8.0

身長 cm/秒 歩幅(cm)

A 171.0 125.0 66.7
B 158.0 90.9 55.6
C 153.0 76.9 43.5
D 158.0 83.3 55.6
E 166.0 111.1 62.5
平均 161.2 97.5 56.8
標準偏差 6.4 17.9 7.9

y = 4.1218x - 568.4 
r = 0.96 
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y = 1.1666x - 131.31 

r = 0.95 
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110cmの白杖 

 

130cmの白杖 

 

相関係数は白杖が110cmの場合r=0.96、130cmの場合はr=0.99

と有意であった 

⇒身長が高くなれば歩行速度 は速くなる 

身長と歩行速度 

y = 1.1459x - 133.5 

r = 0.92 
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身長と歩幅  

相関係数は110cmの場合r=0.92、130cmの場合r=0.95と有意
であった。 

⇒身長が高くなれば歩幅は広くなる  

 

y = 0.6412x + 35.878 

r = 0.98 

0.0  

20.0  

40.0  

60.0  

80.0  

100.0  

120.0  

140.0  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0  120.0  140.0  160.0  

1
3

0
c

m
の
速
度

(c
m

/s
e

c
) 

110cmの速度(cm/sec) 

y = 0.8627x + 12.571 

r = 0.88 
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・相関係数はr=0.88で有意であった⇒110cmで歩幅が広い人は130cmでも広い  

・平均値は水準5 %で有意な差が認められた 

           ⇒130cmの白杖を使用した時の方が歩幅は広くなる  
 

110cmと130cmの白杖を使った歩幅  110cmと130cmの白杖を使った歩行速度  
  

・相関係数はr=0.98で有意であった⇒110cmで速かった人は130cmでも速い  

・平均値は5%水準で有意な差が認められなかった 

         ⇒白杖が長くなると必ずしも速くなるとは言えなかった  
 

110cmの白杖 

 

130cmの白杖 

 

110cmの白杖 

 
130cmの白杖 
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晴眼者の歩行速度と歩幅（小祝による） 

歩行速度を増す 

  →歩幅の増大 

  →1歩時間の短縮 

 

1歩の時間を著しく短縮（歩数を
増加）すると 

  →歩幅が減少 

  →速度も頭打ち 


